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弥生時代の農耕技術について実験を通して明
らかにすることを目指しています。本実験に関
心をお持ちの方のご連絡をお待ちしております。

森研究室

弥生時代の農耕技術を探る
～ 石製農具による実験考古学的研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

弥生時代は、現在にいたる生業の基盤である米
づくりが始まった時代です。私は弥生文化の特質
を明らかにする研究の一環として、復元した石製
農具を用いて実験考古学的研究を行っています。
弥生時代の農具の代表といえる「石庖丁」は、

扁平な石材の一辺に刃をもつ石製の収穫具で、こ
れを用いてイネ科等草本植物の穂を摘み取ってい
たことがこれまでの研究で明らかになっています。
また、「大型直縁刃石器」とよばれる大型の板状
石器は、穂摘みの後に残った稲株などの残稈処理
や除草作業に用いられていたと考えられています。
しかし、遺跡から出土したこれらの石器が本来

どのように使われていたのか、刃の付け方や形、
使用石材の違いなどが収穫効率や操作性に及ぼす
影響については不明な点も多く残されています。
そこで、実験を通して石製農具の機能・用途につ
いて具体的に明らかにしたいと考えています。
また、落射照明型顕微鏡を用いて石器の表面を

高倍率（100～500倍）で観察すると、珪酸体を
含むイネなどの切断によって生じる特徴的な使用
痕（微小光沢面）がみられる場合があります。考
古資料と収穫実験で用いた復元石器の使用痕分析
を比較することで、弥生時代の農耕技術をさらに
実証的に明らかにできるものと期待されます。 考古資料に対する使用痕分析（モリテックスSOD-Ⅲ）
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